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真夏の脈動（撮影場所：御津町北部運動公園）

市議会だより
たつの



令和８年度一般会計補正予算の主な内容

令和8年

定例会
６月

会期／
６月4日〜６月25日　
22日間

定例会で審議した案件

主な補正内容
● コミュニティ助成事業� ����������� 250万円

（一財）自治総合センター  一般コミュニティ助成事業の採択に伴う補
助金の計上。

● ＧＩＧＡスクール構想推進支援事業� ����� 98万3千円
国の生成AIパイロット校事業の採択に伴う事業費の追加。（小宅小
学校、龍野東中学校）

● 小中一貫教育推進事業������� １億3,950万7千円
令和10年４月開校予定のはりま新宮小中一貫校で使用するスクール
バスを購入する。

同意案件� 10件

条例制定・改正� 6件

補正予算� １件

そ の 他� ２件

意見書� １件

市長提出案件

委員会提出

　今期定例会では、令和10年４月に開校予定のはりま新宮
小中一貫校で使用するスクールバスの購入費用など、緊急や
むを得ない事情により補正を必要とするもので、一般会計で
総額1億7,258万2千円の補正予算を可決しました。

このようなことが決まりました

でで全 一会 致

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 1億7,258万2千円 438億7,258万2千円

補正予算補正予算をを可決可決

　

補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員

会
の
各
分
科
会
で
審
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、

緑
文
字　

総
務
生
活
分
科
会

橙
文
字　

福
祉
文
教
分
科
会

　

で
の
主
な
質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ �

令
和
８
年
６
月
定
例
会
で
は
、
経

済
建
設
分
科
会
の
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
。

請願� １件
請願・陳情

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

申
請
件
数
と
採
択
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
自
治
会
以
外
で
こ

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
団
体

は
あ
る
の
か
。

令
和
８
年
度
は
２
団
体
の
申
請
が

あ
り
１
団
体
が
採
択
さ
れ
、
令
和
７
年

度
は
１
団
体
の
申
請
が
あ
り
１
団
体

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
営
利
団

体
、
宗
教
法
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体
は

申
請
で
き
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
主
に
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
等
が
申
請
団
体
に
な
る
。
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6月定例会令和 8年  第3回 

生
活
保
護
事
業

追
加
給
付
費
の
内
訳
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

平
成
25
年
生
活
扶
助
基
準
改
定

に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え

た
保
護
費
追
加
給
付
の
積
算
内
訳

は
、
受
給
中
世
帯
が
約
400
世
帯
で

１
，
８
０
０
万
円
、
廃
止
世
帯
も
対

象
と
な
る
た
め
、
廃
止
世
帯
が
約
350

世
帯
で
１
，
０
０
０
万
円
、
合
計
約

750
世
帯
で
２
，
８
０
０
万
円
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推

進
支
援
事
業

生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
事
業
に

よ
り
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
る
機
会

は
何
回
あ
る
の
か
。

講
師
が
来
訪
す
る
指
導
は
１
回

で
あ
る
が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
が
学
ぶ
機
会
を
得
る
た
め
に

３
回
か
ら
４
回
、
先
進
校
へ
の
視
察

を
考
え
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
予
定
台

数
は
何
台
か
。

中
型
バ
ス
３
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

４
台
の
合
計
７
台
で
あ
る
。

購
入
予
定
の
バ
ス
に
つ
い
て
、

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

は
、
想
定
し
て
い
る
の
か
。

車
い
す
の
対
応
な
ど
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
で
き
な
い

が
、
保
護
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
く

か
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
運
転
手
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に

行
う
予
定
か
。

バ
ス
車
両
は
、
市
の
所
有
と
し
、

運
行
業
務
を
業
者
へ
委
託
す
る
。
複

数
の
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
、
令
和

10
年
４
月
の
開
校
に
間
に
合
う
よ

う
、
資
格
を
保
有
し
た
運
転
手
の

確
保
に
つ
い
て
、
努
力
を
続
け
て
い

く
。

た
つ
の
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

新
宮
地
域
の
小
中
一
貫
校
の
校
章
、

校
歌
及
び
制
服
等
に
使
用
す
る
学
校
名

を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

学
校
名
は
小
学
校
、
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
に
決
定
す
る
の
か
。

開
校
準
備
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ

り
、
学
校
名
は
、
は
り
ま
新
宮
小
学

校
、
は
り
ま
新
宮
中
学
校
と
す
る
。
そ

の
総
称
と
し
て
、
は
り
ま
新
宮
小
中
一

貫
校
と
い
う
名
称
は
、
教
育
委
員
会
規

則
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
引
用
す
る

本
市
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
年
金
受
給
額
の
増
額

に
伴
う
所
得
基
準
額
の
改
正
に
よ
っ
て

新
た
に
対
象
と
な
る
見
込
み
の
人
数
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
低

所
得
区
分
の
方
が
そ
の
ま
ま
低
所
得
区

分
と
な
る
よ
う
に
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
対
象
人
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

龍
野
西
中
学
校
武
道
場
改
築

工
事

　

昭
和
60
年
に
建
築
さ
れ
、
以
来
41

年
が
経
過
し
て
、
老
朽
化
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
良
好
な

教
育
環
境
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、

指
定
避
難
所
と
し
て
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
改
築
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

た
つ
の
市
福
祉
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
兵
庫
県
の
福
祉
医
療
制

度
に
お
け
る
高
齢
期
移
行
医
療
の
所
得

要
件
及
び
重
度
障
害
者
・
乳
幼
児
・
母

子
医
療
の
所
得
判
定
基
準
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
と

と
も
に
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

条
例
を
制
定

工
事
請
負
契
約

を
締
結

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社　

進
藤
組

【
契
約
金
額
】

７
億
573
万
８
千
円
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市
職
員
が
業
務
で
使
用
す
る
パ
ソ

コ
ン
及
び
教
職
員
が
校
務
で
使
用
す

る
パ
ソ
コ
ン
の
う
ち
、
令
和
元
年
度
の

購
入
か
ら
概
ね
７
年
が
経
過
す
る
も

の
に
つ
い
て
、
経
年
劣
化
に
よ
る
不
具

合
が
生
じ
た
場
合
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

及
び
校
務
の
遂
行
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
更
新
し
ま
す
。

財
産
の
取
得

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社　

ニ
チ
ワ　

姫
路
支
店

【
契
約
金
額
】

２
，
０
８
１
万
２
千
円

【
請
願
者
】

　
揖
龍
教
職
員
組
合

　
執
行
委
員
長
　
鈴
木 

健
祐 

氏

【
紹
介
議
員
】

・
赤
木 

和
雄 

議
員

請
願
採
択

請
願
採
択

校
務
系
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

20
台
購
入
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

配
付
す
る
予
定
な
の
か
。

校
務
系
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、

小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
使
う
も
の

で
、
市
内
の
各
学
校
に
配
付
し
て
い

る
が
、
概
ね
７
年
で
更
新
す
る
計
画

に
な
っ
て
お
り
、
古
く
な
っ
た
も
の

か
ら
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

意見書第１号

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、２０２７年度政府予算に

係る意見書

学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働や未配置など解決すべ

き課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業

準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校

の働き方改革を実現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定

数改善が不可欠です。

給特法等改正を受け、義務標準法が改正され、小学校に続き中学校の学級編制標準

は28年度までに35人に引き下げられます。今後は、高等学校での早期実施と、きめ細

かい教育活動をすすめるために、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実

現が必要です。また、４月から学校の働き方改革は教育委員会作成の業務量管理・健

康確保措置実施計画によりすすめられますが、「３分類」にかかわらず業務の外部移

行・委託を行うための国による自治体への財政措置等が不可欠です。

一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあり

ますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制

度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分

の１に引き下げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子ども

たちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請

です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠です。

こうした観点から、2027年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、強

く要請いたします。

記

１ 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教

育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。

２ 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、事務職員等の少数職種を含

む加配定数の拡充など「新たな『定数改善計画』」を上回る教職員定数改善を推進

すること。また、スタッフ職の配置拡充をはかること。

３ 自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加

配の削減はおこなわないこと。

４ 小・中学校のさらなる学級編制標準の引き下げ等、少人数学級について検討する

こと。あわせて、高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。

５ 教職員の処遇について、新規採用を持続的に確保し、専門性を発揮し意欲をもっ

て働くことができるよう、改善に必要な財政措置を講じること。

６ 自治体が「３分類」をはじめとした働き方改革を実行するのに必要な財政措置を

講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。

令和８年６月２５日

衆議院議員議長

参議院議長

内閣総理大臣

総務大臣

財務大臣

文部科学大臣

兵庫県たつの市議会議長 楠 明 廣

殿

請
願
採
択
に
伴
い
、
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
か
ら

意
見
書
案
が
委
員
会
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
、
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

※
意
見
書
文
は
左
記
の
と
お
り

請
願
事
項
に
対
し
て
付
託
さ
れ

た
福
祉
文
教
常
任
委
員
か
ら
の

意
見

・
昨
年
度
、
不
採
択
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
市
内
に
所
在
す
る
高

等
学
校
は
兵
庫
県
の
所
管
で
あ
る

た
め
、
今
回
の
請
願
事
項
の
一
つ
で

あ
る
「
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
」
に
つ
い

て
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。

・
日
本
に
お
け
る
高
等
学
校
の
35
人

学
級
化
は
、
国
に
は
計
画
が
な
く
、

世
界
基
準
と
比
較
し
て
大
規
模
な
学

級
編
成
を
改
善
す
る
た
め
に
急
務
で

あ
る
。
ま
た
、
不
登
校
支
援
員
な
ど

の
加
配
に
か
か
る
市
費
負
担
は
、
本

来
、
国
が
負
う
べ
き
で
あ
り
、
兵
庫

県
の
よ
う
に
独
自
努
力
で
負
担
を
強

い
ら
れ
る
自
治
体
の
財
政
的
負
担
軽

減
と
全
国
的
な
教
育
水
準
の
格
差
是

正
を
国
に
求
め
る
。

子
ど
も
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る
た
め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て

意 見 書 提 出
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議案等の名称 議案の説明

市
長
提
出

同 

意
たつの市功労者として同意を求めることについて（同意第８号～
第17号） 上記のとおり

条　
　

例

たつの市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定
について

政令が施行されたことに伴い、国が定める基準
を準用する条例の一部について所要の改正を行
うもの

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例制定について

法律の一部改正に伴い、規定を引用する条例に
ついて所要の改正を行うもの

アナログ規制の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例制定に
ついて

法律の改正に伴い、たつの市行政手続条例及び
たつの市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正
し、アナログ規制の見直しに伴う条例改正とし
て整理するもの

たつの市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定について
３Pのとおり

たつの市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について

たつの市営住宅条例の一部を改正する条例制定について
市営日山住宅の建て替え事業において、駐車場
が増設されることに伴い、駐車台数を改正する
もの

そ
の
他

財産の取得について（LGWAN系パソコン及び校務系パソコン） ４Pのとおり

工事請負契約について（龍野西中学校武道場改築工事） ３Pのとおり
補正
予算 令和８年度たつの市一般会計補正予算（第１号） ２P、３Pのとおり

請願 子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、2027年度政府
予算に係る意見書採択の請願について

４Pのとおり
委員会
提　出

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、2027年度政府
予算に係る意見書の提出について

●令和８年第３回定例会　全会一致で可決等した議案

6月定例会令和 8年  第3回 

　
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
左
記
の

10
名
の
方
々
に
つ
い
て
、
市
功
労
者
表

彰
条
例
に
基
づ
き
、
市
功
労
者
と
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。�

【
民
生
委
員・児
童
委
員
】

岸
井  

和
義  

氏
（
新
宮
町
能
地
）

北
村  

榮
藏  

氏
（
揖
保
町
山
下
）

木
村  

信
司  

氏
（
御
津
町
中
島
）

竹
林  

龍
峰  

氏
（
御
津
町
岩
見
）

船
引  

真
永  

氏
（
揖
西
町
小
犬
丸
）

馬
島  

都
有
子  

氏
（
新
宮
町
新
宮
）

松
本  

好
男  

氏
（
揖
保
川
町
山
津
屋
）

【
市
職
員
・
管
理
職
】

石
井  

和
也  

氏
（
御
津
町
苅
屋
）

小
松  

精
二  

氏
（
龍
野
町
片
山
）

【
市
職
員
・
副
市
長
】

田
中  

徳
光  

氏
（
新
宮
町
平
野
）

市
功
労
者
と
し
て

10
名
を
同
意

議場での様子は
YouTubeでも
ご覧いただけます

YouTubeの視聴は
こちらからどうぞ

ぜひ傍聴におこしください！
　本会議や各委員会では、市民の皆様の生活に
直結する問題が審議されています。
　どなたでも傍聴することができ、一人でも多
くの方が傍聴されることがより良いまちづくり
にもつながっていきます。
　市議会議員が、市民の代表として活動している姿を
ぜひご覧ください！

◀会議の進行状況を分かりやすく表示する「大型モニター」を設置しました。
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未来を支える若者への支援と、JR姫新線本竜野駅周辺の賑わい創出について　

SHUNICHIRO  YAMAMOTO 

山本俊一郎 議員

NAOTO  YAMAMOTO

山本 直人 議員

Q&A

Q&A たつの市への相撲巡業の誘致について／家庭介護支援制度の創設についてQ&A

未
来
を
支
え
る
若
者
の
定
住
促
進

と
通
学
支
援
に
つ
い
て

	

本
市
で
は
「
若
者
未
来
応
援

戦
略
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、若
い
世

代
の
人
口
流
出
は
依
然
と
し
て
課

題
で
あ
る
。
大
学
や
専
門
学
校
へ

の
進
学
時
に
自
宅
か
ら
通
学
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、定
住

促
進
や
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
市
外
へ
通
学
す
る
大
学
生
等
へ

の
通
学
費
負
担
軽
減
の
考
え
方
、神

戸
・
大
阪
方
面
へ
の
遠
距
離
通
学

者
支
援
や
姫
新
線
利
用
促
進
を
目

的
と
し
た
補
助
制
度
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

市
外
へ
通
学
す
る
大
学
生
等

へ
の
定
期
券
購
入
費
補
助
な
ど
は
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
現
時
点
で
考

え
て
い
な
い
。
直
接
的
な
支
援
を

継
続
・
進
化
さ
せ
、若
い
世
代
の
流

出
抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
。

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
地
・
た
つ
の
市

へ
の
相
撲
巡
業
の
誘
致
に
つ
い
て

	

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
ま
ち
と

し
て
、
大
相
撲
地
方
巡
業
誘
致
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

	

過
去
に
市
民
有
志
が
市
内
体

育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
や
、
収
容

人
員
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
体
育
館
も
巡
業
を
満
た

す
規
模
で
は
な
く
、
断
念
し
た
と
聞

い
て
お
り
、
現
在
の
体
育
館
の
規
模

は
、
当
時
と
同
じ
状
況
な
の
で
誘
致

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
、
防
災

拠
点
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ
施
設

と
し
て
多
目
的
ド
ー
ム
を
整
備
す

る
考
え
を
伺
う
。

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
含
め
た
各

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
定
め
た

「
た
つ
の
市
公
共
建
築
物
再
編
実
施

計
画
」
と
の
整
合
が
取
り
に
く
い

こ
と
や
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
終
了
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
将
来
の
課

一
般

質
問

中
の

動
き

の
あ

る
写

真

Q
R

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野
駅
西
側
周
辺

整
備
と
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て	

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野
駅
西
側

で
計
画
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地

複
合
施
設
に
つ
い
て
、駅
前
の
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
利
用

し
、交
流
で
き
る
施
設
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、全
天

候
型
ス
ペ
ー
ス
の
機
能
や
民
間
活

力
の
方
向
性
、小
宅
公
民
館
・
旧
保

育
園
跡
地
の
利
活
用
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
と
の
連
携
に
よ
る
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

今
年
度
に
お
い
て
、複
合
施
設

の
規
模
、導
入
す
る
機
能
や
利
用
形

態
、
民
間
施
設
の
業
種
、
周
辺
施
設

と
の
連
携
、
事
業
手
法
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、事
業
費
等
の
様
々
な
検

討
を
反
映
し
た
基
本
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
中
心
市
街
地

に
お
け
る
交
流
や
文
化
の
機
能
を

集
約
し
、
地
域

の
賑
わ
い
創

出
や
回
遊
性

向
上
を
促
す

ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な

る
よ
う
基
本

計
画
を
策
定

す
る
。

題
と
す
る
。

家
庭
介
護
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て	

本
市
に
お
け
る
在
宅
介
護
の

現
状
と
、
家
庭
介
護
者
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
か
を
伺
う
。

	

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介

護
高
齢
者
の
増
加
、
介
護
期
間
の
長

期
化
な
ど
に
よ
り
、
介
護
ニ
ー
ズ
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
核
家
族
化
の
進
行
に

よ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、

家
族
を
め
ぐ
る
状
況
も
変
化
し
て

い
る
。

　

在
宅
介
護
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
の
相
談
支
援
や
「
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に

当
た
り
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
か
ら
把
握
に
努
め
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
老
老
介
護
、
仕
事

と
の
両
立
、
精
神
的
、
身
体
的
な
介

護
疲
れ
、
経
済
的
負
担
な
ど
、
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
事
を
認
識
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
介
護
者
へ
の
負
担

軽
減
に
努
め
る
。
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今後の子育て・教育環境整備について

こどもたちの健全な心と身体を育み守る取組について

KOICHI  MIKI

三木 浩一 議員

YASUKO  KOEZUKA

肥塚 康子 議員

Q&A

Q&A

御
津
地
区
の
教
育
環
境
整
備
に
つ

い
て	

御
津
中
の
改
築
・
改
修
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
小
中
一
体
型
の

小
中
一
貫
校
の
建
設
を
体
育
館
の

整
備
な
ど
も
踏
ま
え
総
合
的
に
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。
御
津
小
も
近

い
将
来
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る

う
え
に
、
統
廃
合
や
仮
設
校
舎
・
新

た
な
通
学
バ
ス
な
ど
の
問
題
も
ほ

と
ん
ど
な
く
建
設
で
き
る
の
に
な

ぜ
し
な
い
の
か
。

	

御
津
中
は
老
朽
化
が
著
し
い

が
御
津
小
に
お
い
て
は
、
防
水
・
空

調
・
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
を
し
て

お
り
現
状
で
学
習
活
動
を
続
け
て

い
く
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ

い
て	

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
始

ま
っ
た
が
、
現
状
と
人
的
・
物
的
環

境
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

私
立
園
に
お
い
て
実
施
し
て

お
り
、
現
在
46
人
が
登
録
し
、
22
人

こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
健

や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は

身
体
だ
け
で
な
く
心
や
人
権
を
守

る
教
育
が
重
要
と
考
え
る
。
こ
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
・
命

を
守
る
取
組
に
つ
い
て
・
こ
ど
も
た

ち
を
性
被
害
か
ら
守
る
取
組
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

	

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。

	

令
和
６
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

中
学
校
に
し
か
な
か
っ
た
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
を
小
学
校
で
も
設
置
し

た
こ
と
に
よ
り
全
国
よ
り
低
い
状

況
と
な
っ
た
。

	

い
じ
め
や
悩
み
を
抱
え
る
こ

ど
も
た
ち
へ
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
の
取
組
に
つ
い
て
。

	

各
学
校
で
担
任
や
養
護
教
諭

な
ど
複
数
の
教
師
が
日
常
的
に
観

察
を
行
う
と
と
も
に
定
期
的
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
組
織
的
に
対

応
を
進
め
て
い
る
。

	

教
員
が
性
的
加
害
者
に
な
ら

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
地
・
た
つ
の
市

へ
の
相
撲
巡
業
の
誘
致
に
つ
い
て

	

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
ま
ち
と

し
て
、
大
相
撲
地
方
巡
業
誘
致
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

	

過
去
に
市
民
有
志
が
市
内
体

育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
や
、
収
容

人
員
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
体
育
館
も
巡
業
を
満
た

す
規
模
で
は
な
く
、
断
念
し
た
と
聞

い
て
お
り
、
現
在
の
体
育
館
の
規
模

は
、
当
時
と
同
じ
状
況
な
の
で
誘
致

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
、
防
災

拠
点
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ
施
設

と
し
て
多
目
的
ド
ー
ム
を
整
備
す

る
考
え
を
伺
う
。

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
含
め
た
各

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
定
め
た

「
た
つ
の
市
公
共
建
築
物
再
編
実
施

計
画
」
と
の
整
合
が
取
り
に
く
い

こ
と
や
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
終
了
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
将
来
の
課

一
般

質
問

中
の

動
き

の
あ

る
写

真

Q
R

が
利
用
し
て
い
る
。（
０
歳
児
３
人
、

１
歳
児
３
人
、２
歳
児
16
人
）
な
お
、

本
制
度
を
実
施
す
る
場
合
は
、
利
用

者
の
年
齢
区
分
に
応
じ
た
設
備
・

職
員
を
備
え
、
か
つ
、
利
用
者
の
処

遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
設

備
・
職
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
人
的
・
物

的
環
境
整
備
で
対
応
で
き
て
い
る
。

こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
フ
ッ
素
口

腔
液
の
導
入
に
つ
い
て

	

安
全
性
と
全
市
へ
の
拡
大
を

考
え
て
い
る
の
か
。
保
護
者
へ
の

説
明
に
は
安
全
性
だ
け
で
な
く
、
副

作
用
等
の
懸
念
も
明
記
し
て
賛
同

を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

	

む
し
歯
予
防
・
歯
の
健
康
へ

の
意
識
付
け
を
目
的
に
今
年
度
全

市
内
の
こ
ど
も
園
等
の
４
・
５
才
児

の
う
ち
希
望
者
を
対
象
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
安
全
性
に
つ
い

て
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
厚
労
省
か
ら
一
回

分
全
量
飲
ん
で
も
身
体
に
影
響
が

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
希

釈
し
た
液
を
購
入
し
て
使
用
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
歯
科
医
の
指
導
や

保
健
師
・

歯
科
衛
生

士
な
ど
の

立
ち
会
い

も
行
う
。

な
い
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
か
。

	

定
期
的
な
綱
紀
粛
正
の
通
知
な

ど
教
職
員
の
非
違
行
為
の
防
止
に
つ

い
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

	

「
生
命
の
安
全
教
育
」
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

	

性
暴
力
が
及
ぼ
す
影
響
な
ど

を
理
解
し
た
上
で
、
命
を
大
切
に
す

る
考
え
や
、
自
分
や
相
手
を
尊
重
す

る
態
度
等
を
発
達
段
階
に
応
じ
て

身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

	

市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
や
性
暴
力
防
止

に
関
す
る
授
業
や
啓
発
活
動
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

	

本
市
の
助
産
師
と
保
健
師

が
市
内
全
中
学
３
年
生
に
対
し
て

行
っ
て
い
る
「
思
春
期
健
康
教
育
」

の
中
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
防

止
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

※ �「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
は
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力
の
事
で
、
対
等
で
尊
重
し
合
え

る
関
係
を
学
ぶ
た
め
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

防
止
教
育
が
全
国
の
学
校
や
自
治
体

で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
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MINA  WADA

和田 美奈 議員

MOTOYASU  TANAKA

田中 基康 議員

「健幸（けんこう）」な人を増やすため、地域の歯科医不足に危機感を！

市民の目からの住みよさの実感は／防犯カメラの整備

Q&A

Q&A

歯
科
医
師
不
足
と
歯
科
難
民
問
題

へ
の
対
応
に
つ
い
て

	

歯
科
医
師
の
都
市
部
集
中
が

進
む
中
、
地
方
都
市
で
は
後
継
者
不

足
等
に
よ
り
歯
科
難
民
（
必
要
な

歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
住
民
）

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
で
、

口
腔
機
能
の
低
下
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
）
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
、
社
会
保
障
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
。
新
宮
地
域
に
お
い

て
は
既
に
歯
科
医
師
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
新
規
患
者
が
受
付
で

き
な
い
状
態
。
市
の
「
健
康
増
進

計
画
」
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
方
を
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
い

る
が
、
歯
科
医
師
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
人
を
増
加
さ
な
い
た
め
の
人

材
確
保
等
の
対
策
こ
そ
急
務
と
考

え
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
危
機
感

が
薄
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
う
の
か
。

	

本
市
の
歯
科
医
院
数
は
、
24
院

で
近
隣
市
町
の
中
に
お
い
て
も
少

「
合
併
し
て
損
し
た
」
と
の
声

	

中
心
市
街
地
や
そ
れ
以
外
の

地
域
の
間
で
、人
口
や
賑
わ
い
、ま
ち

機
能
の
集
積
度
に
違
い
や
役
割
が

あ
る
の
を
前
提
と
し
つ
つ
、
ど
の
地

域
に
住
ん
で
い
て
も
、
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き

る
こ
と
が
大
切
。
新
宮
や
揖
保
川
、

御
津
な
ど
で
聞
か
れ
る
こ
の
声
に
つ

い
て
の
受
け
止
め
、分
析
は
ど
う
か
。

	

市
民
の
素
朴
な
声
と
認
識
し

つ
つ
、
背
景
に
あ
る
地
域
課
題
等
を

冷
静
に
受
け
止
め
客
観
的
に
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
ま
ち
づ
く
り
の
満
足

度
等
を
地
区
別
で
分
析
し
、
ま
ち
の

将
来
像
や
施
策
内
容
等
を
総
合
計

画
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る
。
市
長

対
話
広
場
や
出
前
講
座
に
よ
り
市

民
と
の
対
話
を
通
じ
課
題
解
決
に

向
け
た
方
策
等
を
検
討
し
て
い
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
廃
止

	

農
地
法
等
の
問
題
も
あ
る
が
、

調
整
区
域
は
地
域
格
差
や
人
口
減

な
く
、
歯
科
医
師
の
高
齢
化
率
も
高

い
状
況
に
あ
る
。
本
市
の
人
口
規
模

で
あ
れ
ば
、
36
院
程
度
が
適
正
な
基

準
と
な
る
。

　

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
に
重
点
を
置

い
た
予
防
歯
科
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
く
。
歯
科
医
師
不
足
に
つ
い
て

は
、
歯
科
医
師
会
と
情
報
共
有
し
、

他
自
治
体
の
取
組
を
調
査
研
究
し

又
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

役
所
敷
地
内
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

出
店（
有
料
）に
つ
い
て

	

市
役
所
内
に
は
食
堂
が
な
く
、

近
隣
飲
食
店
も
減
少
し
て
い
る
。
職

員
の
昼
食
の
利
便
性
だ
け
で
な
く
、

賑
わ
い
の
創
出
や
本
市
で
出
店
を

希
望
さ
れ
る
方
へ
の
足
が
か
り
と

し
て
も
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

	

来
庁
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
、
近
隣
店
舗
へ
の
影
響
な
ど
貸

出
条
件
が
整
え
ば
、
賑
わ
い
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
の
指
摘

も
根
強
い
。
加
西
市
で
は
市
街
化

区
域
と
調
整
区
域
の
区
域
区
分
（
線

引
き
）
を
廃
止
し
た
。
調
整
区
域

の
区
分
を
な
く
し
、
県
の
建
築
許
可

を
不
要
と
し
、
制
約
を
緩
和
し
柔
軟

に
対
応
す
る
観
点
か
ら
の
新
た
な

ル
ー
ル
化
に
取
り
組
ん
だ
。
本
市

と
し
て
は
現
行
を
堅
持
す
る
の
か
、

新
し
い
制
度
設
計
に
前
向
き
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

	

一
定
の
開
発
圧
力
が
あ
る
中
で
、

無
秩
序
な
開
発
に
よ
る
ス
プ
ロ
ー
ル

化
を
防
ぐ
た
め
に
も
区
域
区
分
を
維

持
す
る
。
調
整
区
域
に
お
い
て
も
規

制
緩
和
を
用
い
て
秩
序
あ
る
土
地

利
用
に
よ
り
、
地
域
活
力
や
人
口
の

維
持
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

加
西
市
や
他
市
の
状
況
を
注
視
し
引

き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
強
化

	

新
宮
町
で
最
近
起
き
た
事
件

で
も
「
防
犯
カ
メ
ラ
を
も
っ
と
」
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
充
足

度
や
強
化
ポ
イ
ン
ト
は
。

	

現
在
、市
設
置
は
361
基
、自
治
会

等
へ
の
設
置
補
助
は
188
基
で
あ
る
。

年
々
増
加
し
て
い
る
自
治
会
等
へ
の

設
置
補
助
を
継
続
す
る
。
児
童
生
徒

見
守
り
と
犯
罪
防
止
を
目
的
に
通
学

路
や
学
校
周
辺
道
路
等
へ
50
基
増
設

の
整
備
方
針
を
策
定
中
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
資
源
ご
み
回
収
拠
点
の
設
置

●
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

●
市
民
等
も
情
報
発
信
が
で
き
る
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
導
入

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
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KANAME  KASHIHARA

柏原 　要 議員

TOYOKAZU  NISHIDA

西田 豊和 議員

持続可能な観光振興と歴史文化資源の活用 について

御津地域の交通対策について/スポーツ活動の推進について

Q&A

Q&A

	

第
５
次
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

	

龍
野
城
下
町
な
ど
の
歴
史
文

化
資
源
や
自
然
景
観
を
活
か
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
や

市
民
生
活
と
の
調
和
を
重
視
し
た

観
光
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
観

光
客
数
に
加
え
滞
在
時
間
や
宿
泊

客
数
、
観
光
消
費
額
な
ど
の
指
標
も

活
用
し
、
効
果
的
な
観
光
施
策
の
展

開
に
努
め
る
。

	

ロ
ケ
地
誘
致
、ロ
ケ
適
地
Ｐ
Ｒ
、

ロ
ケ
地
巡
礼
・
ロ
ケ
実
績
の
観
光
活

用
を
積
極
的
に
進
め
る
考
え
は
。

	

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
有
効
な
手
法
で

あ
る
。
本
市
は
「
ひ
ょ
う
ご
ロ
ケ
支

援
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
市
内
28
件

の
ロ
ケ
地
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

ロ
ケ
地
巡
礼
は
観
光
客
の
増
加
や

地
域
経
済
活
動
の
好
循
環
、
移
住
定

住
の
促
進
に
つ
な
が
り
、
郷
土
へ
の

御
津
地
域
に
お
け
る
神
姫
バ
ス
撤

退
に
伴
う
新
た
な
交
通
手
段
に
つ

い
て	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る

室
津
か
ら
山
電
網
干
駅
ま
で
運
行

で
き
る
か
。

	

地
域
公
共
交
通
会
議
の
協
議

等
が
必
要
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

	

市
民
病
院
や
道
の
駅
み
つ
の

指
定
管
理
者
が
独
自
バ
ス
に
よ
り

市
民
を
含
め
、
山
電
網
干
駅
ま
で
運

行
で
き
る
か
。

	

無
償
運
送
で
あ
れ
ば
運
行
は

可
能
だ
が
、
運
行
判
断
を
含
め
、
事

業
者
と
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

	

定
期
的
な
バ
ス
の
運
行
を
民
間

法
人
へ
提
案
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

	

主
体
と
な
る
団
体
に
意
思
確

認
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
運
行
経

費
の
負
担
、
採
算
性
、
運
転
手
不
足

等
、
持
続
可
能
な
運
行
体
制
を
構

築
す
る
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、
既
存
の
交
通
事
業
者
や
市
が

誇
り
や
愛
着
が
深
ま
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
ロ
ケ
実
績
の
活
用
や

ロ
ケ
地
誘
致
の
支
援
体
制
、
受
入
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

	

た
つ
の
市
版
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
設
立
す
る
考
え
は
。

	

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

ロ
ケ
地
情
報
の
提
供
や
撮
影
支
援

を
担
う
重
要
な
組
織
で
あ
り
、
地
域

の
魅
力
発
信
や
関
係
人
口
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
。
現
時
点
で
は
、
本

市
独
自
の
設
立
予
定
は
な
い
が
、
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
も
含
め
、
本
市

に
適
し
た
ロ
ケ
支
援
体
制
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

	

歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
た

選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け

た
市
の
見
解
を
伺
う
。

	

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

に
基
づ
き
、
文
化
財
保
存
と
観
光
活

用
の
両
立
を
積
極
的
に
図
る
。
龍

野
城
下
町
や
室
津
な
ど
歴
史
文
化

資
源
の
ス
ト
ー
リ
ー
化
や
回
遊
性

の
向
上
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
、
情
報
発
信
の
強
化
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
創
出
な
ど
を
進
め
る
こ

と
で
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、

地
域
消
費
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、
市

民
が
誇
り
を
持
ち
、
来
訪
者
か
ら
も

選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
市

民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
影
響

等
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進
に
つ
い
て

	

第
２
次
総
合
計
画
に
「
市
内
４

つ
の
体
育
館
に
つ
い
て
、
利
用
状
況

等
を
分
析
し
、
施
設
の
再
配
置
を
検

討
す
る
」
と
あ
る
が
、検
討
結
果
は
。

	

各
体
育
館
の
利
用
者
要
望
調

査
等
機
能
集
約
に
向
け
た
検
討
と
し

て
施
設
の
統
廃
合
等
の
整
理
を
行
っ

て
い
る
。
再
編
の
方
向
性
を
検
討
し

た
上
で
、
各
体
育
館
の
整
備
の
基
本

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

	

新
宮
中
学
校
の
屋
内
・
屋
外

体
育
施
設
の
令
和
10
年
度
以
降
の

活
用
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
か
。

	

具
体
の
利
用
方
針
を
決
定
し
、

利
用
者
へ
説
明
し
た
上
で
来
年
度

に
施
設
の
基
本
設
計
・
実
施
設
計

を
行
い
、
令
和
10
年
度
に
工
事
着
手

を
予
定
し
て
い
る
。
屋
外
施
設
の

一
部
は
、
学
校
用
地
と
し
て
活
用
す

る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
人
工
芝
多
目
的
Ｇ
の
整
備

●
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

●
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
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表彰のお知らせ

  主な議会の動き  
５
月
１
日（
金
）	

新
人
議
員
研
修
会

	

８
日（
金
）	

全
員
協
議
会

	

11
日（
月
）	

会
派
代
表
者
会
議

	

15
日（
金
）	

（
仮
）議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

19
日（
火
）	

第
２
回
臨
時
会

	

28
日（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

７
月
1
日（
水
）	

議
会
広
報
委
員
会

	

７
日（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

	

16
日（
木
）	
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

	

23
日（
木
）	
地
域
産
業
・
観
光
戦
略
調
査
特
別
委
員
会（
県
陳
情
）

６
月
４
日（
木
）	

第
３
回
定
例
会（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

正
副
委
員
長
会

	

９
日（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

10
日（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会
・
所
管
事
務
調
査

	

11
日（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	
	

地
域
産
業
・
観
光
戦
略
調
査
特
別
委
員
会

	

16
日（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

18
日（
木
）	

第
３
回
定
例
会（
第
２
日
）

	
	

地
域
産
業
・
観
光
戦
略
調
査
特
別
委
員
会

	

19
日（
金
）	

第
３
回
定
例
会（
第
３
日
）

	

23
日（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

	
25
日（
木
）	

第
３
回
定
例
会（
第
４
日
）

★
特
別
表
彰

（
議
員
表
彰
25
年
以
上
）

全国市議会議長会議員表彰

★
感
謝
状

（
建
設
運
輸
委
員
会
副
委
員
長
）

（�

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
） 楠　 明廣 議員角田　 勝 議員

　去る５月 27日に開催されました「第 102 回全国市議会議長会定期総会」において、議員 25年以上
の功績による特別表彰を楠明廣議員が受賞されました。また、建設運輸副委員長及び大規模地震に備
えた防災まちづくりの推進に関する特別委員会委員として尽くされた功績により、角田勝議員が感謝
状を授与され、６月定例会初日の開会前に伝達式を執り行いました。

10たつの市議会だより105号（2026年 7月号）



7
１

　市政やまちづくりに対する率直な意見を直接市民の皆さまからお聴きし、議会として市政への政策提言
等に反映させるため、総務生活常任委員会、福祉文教常任委員会、経済建設常任委員会の３常任委員会で
は、市民意見交換会の実施希望団体を募集しています。

　市内の各種団体で、市政に関することで意見交換を希望される場合は、
議会事務局へお問合せください。
議会事務局　ＴＥＬ．0791（64）3177
　　　　　　メールアドレス　gikai@city.tatsuno.lg.jp

市民意見交換会の実施希望団体を募集します

議 活 報会 動 告

児童生徒を取り巻く課題（いじめ・不登校）の現
状について調査を実施し、学校教育課から説明
を受けました。

京都府長岡京市　公明党長岡京市議会議員団か
らの行政視察を受け入れました。
【視察内容】
市民乗り合いタクシー運行事業について

自治会と連携した地域防犯活動及びデジタルト
ランスフォーメーション（ＤＸ）推進基本計画の
進捗状況について調査を実施し、危機管理課・デ
ジタル戦略推進課から説明を受けました。

島根県安来市議会　誠和クラブ、青雲クラブか
らの行政視察を受け入れました。
【視察内容】
たつの市民病院機構の地方独立行政法人への移
行について

6
10
福祉文教常任委員会が所管事務調査
を実施

京都府長岡京市から行政視察の受け入れ

6
26

7
７

島根県安来市から行政視察の受け入れ

総務生活常任委員会が所管事務調査
を実施

たつの市議会だより105号（2026年 7月号）11



あなたのご意見をお聞かせください!!

月定例会のお知らせ（予定）9
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

8/23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 10/1 2 3

本会議第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

総務生活
分科会

福祉文教
分科会

経済建設
分科会

全体会

全体会

（一般質問）
本会議第2日

（一般質問）
本会議第3日

本会議第4日

　真夏の空へ立ち上がる入道雲が、無人のグラウンドを静かに覆っている。白いゴールポスト
だけが強い光を受けて際立つ。
　奥の地域は雲の影に沈み、にわか雨の気配を孕む。8月下旬の昼下がり、自然のエネル
ギーが息づく瞬間を切り取りました。

デ
ス
ク
メ
モ

　

暑
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
季
節
と
な

り
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
の
日
々
を

お
過
ご
し
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
水
害
等
が
多
く
発
生
す
る
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
た
つ
の

市
の
防
災
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

で
家
の
近
く
の
避
難
所
や
そ
こ
ま
で
の
道

の
り
等
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
、
早
め
の
行
動
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
や
小
さ
な
子

供
が
い
る
家
庭
は
、
家
族
や
ご
近
所
の
方
々

と
話
合
い
を
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

家
族
や
近
所
の
方
々
と
連
絡
が
取
れ
な
い

場
合
に
避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
お
く
と
、

そ
の
場
所
で
合
流
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
た
つ
の
市
職
員
に
お
い
て
は
６

月
に
災
害
時
の
避
難
所
開
設
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
避
難
所
開
設
の
お
知
ら
せ
は
、

た
つ
の
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
出

来
ま
す
。

　

当
議
会
に
お
い
て
は
、
４
月
の
市
議
会

議
員
選
挙
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
議
員
20

名
の
中
か
ら
、
５
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
新
体
制
が
決
定
し
、
議
会
広
報
委
員
も

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
、
議
会
の
広
報
活
動

を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
と
共
に
様
々
な
事
が
変
わ
っ
て
い

く
中
で
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
様
に
分
か

り
や
す
い
議
会
運
営
の
ご
案
内
が
出
来
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
た
つ
の
市
議
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会広報委員会

■令和8年7月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取り組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせい
ただき、今後の議会だよりの編集に反
映したいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

撮 影 者撮 影 者   今今
い まい ま

崎崎
ざ きざ き

  久久
ひ さひ さ

雄雄
おお

さん  さん  御津町在住 写真クラブ PHOTOMO（フォトモ）所属御津町在住 写真クラブ PHOTOMO（フォトモ）所属
撮影場所撮影場所      御津町北部運動公園御津町北部運動公園

インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!

真夏の脈動真夏の脈動

スマートフォンはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

今号の表紙

委
員
長　

 

肥
塚　

康
子

副
委
員
長　

 

山
本　

直
英

委

員　

 

松
本　

良
三

委

員　

 

宗
實　

雅
典

委

員　

 

田
中　

基
康

表紙写真について

　今号（令和８年７月２５日発行）から、
１０８号（令和９年４月２５日発行）ま
での定例会号表紙写真を、市内の写真
クラブＰＨＯＴＯＭＯ（フォトモ）に依
頼させていただきました。
　たつの市の季節ごとの魅力をお伝え
できたらと思います。

※表紙は紙面の都合上、トリミングしています。※表紙は紙面の都合上、トリミングしています。
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